
■サウジアラビア：サウジアラビアが今夏に記録的な原油増産の見通し 

バークレイズ銀行とエコノミスト誌グループの情報サービス部門（EIU）は2012年3月30日、サウ

ジアラビアが、国内エネルギー需要の上昇への対応と安定的な原油輸出の維持のため、今夏に記録的

な原油増産が必要との見方を示した。同国は今年8月、国内の発電所と淡水化プラントが前年同月程

度の石油を消費すると仮定した場合、原油生産量を日量 1,080 万バレル程度としなくてはならない。

そのため、バークレイズ銀行は、サウジアラビアが余剰生産能力を活用して季節的な増産（日量 100

万バレル程度）をすると見ているが、その一方で、原油市場の相場を安定させるため、輸出量は変え

ない可能性が高いと見ている。これに関し、EIUも、同国が、国内の発電所と淡水化プラント向けの

燃料を天然ガスに転換し、輸出向け原油を確保しようとしていると述べている。 

 

 


